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地域の生活を支え、つながりを生み出す移動販売
只見町社協の買い物支援事業

～避難者の孤立防止と地域との関係づくりを目指して～
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東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
福
島
県
で

は
い
ま
も
多
く
の
人
が
ふ
る
さ
と
か
ら
離

れ
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
社
協
は
国
と
県
か
ら
委
託
さ
れ
て

「
避
難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
関
係
市
町
村
社
協
や
専
門
機

関
な
ど
と
協
働
・
連
携
し
て
避
難
者
生
活

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
か
ら
、
避
難
を
し
た
市

町
村
の
社
協
（
避
難
元
社
協
）、
避
難
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
市
町
村
の
社
協
（
避

難
先
社
協
）
双
方
に
「
生
活
支
援
相
談
員
」

を
配
置
。
個
別
訪
問
等
に
よ
る
被
災
者
・

避
難
者
の
見
守
り
や
相
談
支
援
、
避
難
者

同
士
の
交
流
会
開
催
等
に
よ
る
居
場
所
づ

く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
9
月
末
現

在
、
21
市
町
村
社
協
で
１
３
4
人
の
生
活

支
援
相
談
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
い
、
仮
設
住

宅
や
借
り
上
げ
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅

に
移
り
住
ん
だ
り
、
避
難
先
で
住
宅
を
再

建
す
る
人
が
増
え
、
避
難
者
の
居
住
環
境
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特集

避難者地域支援コーディネーターによる
地域支援

東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から11年 8カ月が経過し、県内の復興公営住宅では入
居者の高齢化が進み、団地や地域に馴染めず孤独・孤立を深める人が増えています。こうした課題を解決す
るため、県社協は今年度から「避難者地域支援コーディネーター」を新たに配置し、避難者が現在の居住地
で安心して生活できるよう地域支援の充実強化を進めています。

避
難
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

続
け
て
き
た
生
活
支
援
相
談
員

復
興
公
営
住
宅
の
課
題
解
決
へ

地
域
と
の
つ
な
ぎ
役
を
配
置

避難者の孤立防止と地域との関係づくりを目指して

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
新
た
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。「
復
興
公
営
住
宅
は
県
内
各
地

に
72
団
地
・
約
5
、
0
0
0
戸
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
避
難
元
自
治
体
が
異
な
る
方

が
混
在
し
て
入
居
し
て
い
ま
す
。
以
前
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
無
い
う
え
、
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
温
度
差
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
の
方
は
こ
こ
を
終
の
住
処

と
考
え
る
一
方
、
働
き
盛
り
の
世
代
は
避

難
先
に
住
宅
を
再
建
し
た
い
、
ふ
る
さ
と

に
戻
り
た
い
と
考
え
る
方
も
多
く
、
復
興

公
営
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
容

易
で
は
な
い
の
が
現
状
で
す
」。
そ
う
説

明
す
る
の
は
、
避
難
者
生
活
支
援
・
相
談

セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
正
紀
セ
ン
タ
ー
長
で
す
。

　

避
難
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
復

興
公
営
住
宅
の
入
居
者
の
平
均
年
齢
は
68

歳
、
54
・
７
％
が
単
身
世
帯
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。「
孤
独
・
孤
立
を
感
じ

て
も
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
、
団
地
が

あ
る
地
域
住
民
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
、

地
域
に
も
馴
染
め
な
い
、
と
い
う
避
難
者

も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
交
流
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
も

あ
り
、
さ
ら
に
孤
独
・
孤
立
を
深
め
る
人

※　コミュニティソーシャルワーク（CSW）…地域において生活上の課題を抱える個人や家族に対する個別支援と、
　　それらの人々が暮らす生活圏の環境整備や住民のネットワーク化などの地域支援を統合的に行うこと。

つ
い

さ 

と
う
ま
さ  

き

す
み
か

▲県社協避難者生活支
援・相談センター
　佐藤正紀センター長

地域共生社会実現に向けた
地域との連携強化
　　　・生活支援体制整備事業
　　　・生活困窮者自立相談支援事業　

生活支援相談員の配置
見守り・訪問事業の実施

平成23年3月
（発災）

平成23年
8月から

令和3年度から
（11年目以降）

東日本大震災発災
災害ボランティアセンター
設置・運営

地域福祉を意識した
コミュニティソーシャルワーク※の展開

図 ❶ 避難者支援の方向性

さとうまさ き

が
増
え
て
い
る
」
と
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は

指
摘
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
県

社
協
が
今
年
度
か
ら
新
た
に
配
置
し
た
の

が
「
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
で
す
。
17
市
町
村
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
の
中
か
ら
26
人
が
任
命
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
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避
難
者
の
抱
え
る
課
題
が
個
別
化
・
複

雑
化
・
多
様
化
す
る
中
、
県
社
協
は
今
後

の
避
難
者
支
援
の
方
向
性
と
し
て
、「
地

域
共
生
社
会
に
お
け
る
、
個
別
支
援
を
基

盤
と
す
る
地
域
支
援
の
展
開
〜
点
か
ら
面

へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
避
難
者
地

域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
避
難
者
支
援
は
、
生
活
支

援
相
談
員
に
よ
る
個
別
支
援
を
メ
イ
ン
と

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は 

図
❷  

の
と
お

り
、
生
活
支
援
相
談
員
と
避
難
者
地
域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
連
携
し
、
従
来

の
個
別
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
地
域
支
援

の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。「
個
別
支
援

と
い
う
〝
点
〞
か
ら
復
興
公
営
住
宅
や
地

域
と
い
う
〝
面
〞
の
支
援
へ
移
行
し
、
個

別
支
援
と
地
域
支
援
を
車
の
両
輪
と
し
て

避
難
者
支
援
を
行
い
ま
す
。
地
域
共
生
社

会
の
理
念
の
も
と
、
避
難
者
の
方
が
い
ま

住
ん
で
い
る
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
地
域
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
話
し
ま
す
。

　

避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

さ

避難元が混在して暮らす住民への支援
※避難元社協との契約による個別支援

避難先社協
（復興公営住宅等立地）避難先で暮らす住民への支援

長年の個別支援による住民との
信頼関係が構築されている。
避難元の各種情報伝達

避難元社協

個別
支援

地域
支援

生活支援相談員 （新）避難者地域
支援コーディネーター

個々人との
関係性

地域資源との
関係性

社協の地域福祉活動により
復興公営住宅立地の地域資源との
関係性が構築されている。地域の中にある避難者等向け住まい

復興公営住宅

災害公営住宅

再建住宅 復興公営住宅

A

A 復興公営住宅見守り連携会議

B 居場所づくり・サロン活動・地域交流

C 復興公営住宅と立地地域との関係づくり避難者地域支援コーディネーターの主な取組み

見守り連携モデル

主な支援内容・取組み
⑴個別支援（生活支援相談員）
　①避難先の住居への訪問による相談・見守り支援
　②個別訪問支援による住民の抱える課題問題等の把握
　③支援活動の記録報告
　④把握した問題等の局内共有
⑵課題整理・共有と対応検討（主任生活支援員）
　①各生活支援相談員活動の記録内容把握
　②避難者課題等の対応や方針等検討
　③避難先社協との連絡調整　　　
　④関係機関等との連携協働調整
　⑤県社協との連絡調整
⑶居場所づくり
　①サロン活動等の企画運営への協力
　②避難先社協との協働
⑷全体マネジメント（社協事務局）
　①地域福祉活動計画等により住民支援の方向性を示す
　②社協間連携等による連携協力　　

主な支援内容・取組み
⑴個別支援は基本的に避難元社協の生活支援相談員
　があたる。（個人情報や避難元情報提供）
　※避難元・先社協との契約がある場合を除く
⑵地域支援（新　避難者地域支援コーディネーター）
　①復興公営住宅等が立地される地域との連携を促進
　②復興公営住宅団地見守り連携会議の企画開催
　③避難元社協生活支援相談員の個別支援にかかる
　　連携調整とバックアップ
　④県社協との連絡調整
⑶居場所づくり
　①サロン活動等の企画運営（地域社会資源の参画）
　②避難先社協との協働
⑷全体マネジメント（社協事務局）
　①地域福祉活動計画等により住民支援の方向性を示す
　②社協間連携等による連携協力

避難者地域支援
コーディネーター

避難者地域支援
コーディネーター

避難者地域支援
コーディネーター

避難元社協A

避難元社協A 地域社会資源 心のケア

避難元社協

社会資源

みんぷく

地域包括 町内会

自治会

住宅管理室

民生委員・民児協

生活支援
コーディネーター町内会

地域住民

民生委員・民児協

避難元社協B

避難元社協B

避難元社協C県社協等

連携

図 ❷ 令和4年度からの復興公営住宅支援の全体像と避難者地域支援コーディネーター

個
別
支
援
と
地
域
支
援
を

両
輪
と
し
た
避
難
者
支
援
を
展
開

避
難
者
の
見
守
り
を
強
化
し

地
域
と
の
関
係
づ
く
り
を
促
進

の
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
図
❷ 

に
あ
る
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 

A
「
復
興
公
営
住
宅
見
守
り
連
携
会
議
」

に
関
し
て
は
、
昨
年
度
「
復
興
公
営
住
宅

見
守
り
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
い

わ
き
市
内
の
17
カ
所
の
復
興
公
営
住
宅
を

対
象
に
、
関
係
６
市
町
社
協
の
連
携
に
よ

る
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は

他
の
地
域
で
も
社
協
間
連
携
を
進
め
、
見

守
り
強
化
を
図
り
ま
す
。
避
難
者
地
域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
定
期
的
に
復
興

公
営
住
宅
見
守
り
連
携
会
議
を
企
画
開
催

す
る
ほ
か
、
各
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員

の
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
連
携
調
整

な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

B
「
居
場
所
づ
く
り
・
サ
ロ
ン
活
動
・

地
域
交
流
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
活
支
援

相
談
員
が
自
市
町
村
民
向
け
の
サ
ロ
ン
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
全
員
、
さ
ら

に
地
域
住
民
も
参
加
で
き
る
企
画
を
運
営

し
て
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

 

C
「
復
興
公
営
住
宅
と
立
地
地
域
と
の

関
係
づ
く
り
」は
、避
難
者
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
団
地
自
治
会
、町
内
会
、

関
係
市
町
村
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、

情
報
交
換
か
ら
課
題
共
有
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

� はあとふる・ふくしま  2022.11

UP
ZOOM

特集

避難者地域支援コーディネーターによる地域支援



▲東北福祉大学総合マネジメント学部
准教授の森明人さん。専門は地域
福祉。令和元年度から県社協の地
域福祉アドバイザーを務めています

Ｑ
１　
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
ど
ん
な
活
動
を
期
待
し
ま

す
か
？

　

避
難
背
景
が
異
な
る
様
々
な
人
が
い

る
中
で
、
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
が

地
域
に
ど
う
溶
け
込
む
か
、
生
活
の
利

便
性
を
高
め
る
地
域
資
源
と
ど
う
つ
な

が
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
避
難
者
地
域

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
で

す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
復

興
公
営
住
宅
の
入
居
者
同
士
の
交
流
機

会
を
つ
く
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
関
係
者
に
働
き

か
け
、
サ
ロ
ン
活
動
や
自
治
会
活
動
を

組
織
化
し
、
そ
の
組
織
に
入
居
者
自
身

が
無
理
の
な
い
形
で
関
わ
る
よ
う
に
な

る
の
が
理
想
で
す
。

　

ま
た
、
復
興
公
営
住
宅
が
立
地
す
る

自
治
体
に
は
自
治
会
役
員
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
、
様
々
な
地
域
福
祉
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
復

興
公
営
住
宅
の
中
だ
け
で
完
結
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
橋
渡
し
役
に
な
り
、

こ
う
し
た
方
々
に
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
な
ど
し
て
、
立
地
地
域

と
避
難
者
の
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
２　
先
生
は
県
社
協
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
修

の
講
師
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
者
地

域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ

研
修
を
受
講
し
て
も
ら
う
の
は
な
ぜ

か
、
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
う
え
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
個
別
支
援

か
ら
地
域
づ
く
り
に
展
開
し
て
い
く
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
避
難
者
地

域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
C
S
W

の
視
点
や
方
法
を
学
べ
ば
、
他
の
地
域

福
祉
活
動
に
携
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
同
じ
目
線
に

立
ち
、
連
携
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
社
協
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

森
明
人 

東
北
福
祉
大
学
准
教
授
に
聞
き
ま
し
た

も
り  

あ
き     

と

もりあきと

 　

社
会
福
祉
法
第
１
０
９
条
に
「
市
町
村

社
協
は
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
」
と
あ
る
と
お
り
、
避

難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
取

り
組
む
地
域
支
援
は
も
と
も
と
市
町
村
社

協
が
担
っ
て
い
る
役
割
の
一
つ
で
す
。
市

町
村
社
協
は
地
域
福
祉
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
地
域
福
祉
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
市
町
村
社
協
が
有
す

る
こ
れ
ら
の
機
能
を
有
効
活
用
し
、
地
域

支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
社
協
で
は
市
町
村
社
協
職
員
を
対
象

に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
修
を
実
施
し
、
地
域
支
援
の

質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
修
に
参
加
し
て
地

域
課
題
解
決
の
た
め
の
方
法
な
ど
を
学

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
役
立
て
て
い
ま

す
。

　

避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
動
は
今
年
４
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
す
で
に
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
中

か
ら
２
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
支
援
の
質
の
向
上
を
目
指
し

社
協
職
員
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
研
修
を
実
施

▲８月30日・31日に郡山市で開かれたCSW研修の様子。
東北福祉大学の森明人准教授による講義や事例検討の演
習などが行われました

▲CSW研修では様々なグループワークが行われま
す。参加者同士で話し合いながら、地域課題解決
の方法について考えていきます
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社協連携による見守り実施情報を共有
～復興公営住宅のカルテ作成

の
情
報
収
集
を
行
う
ほ
か
、
自
治

会
役
員
や
い
わ
き
市
社
協
の
地
区

協
議
会
職
員
ら
と
情
報
交
換
を
し

て
復
興
公
営
住
宅
の
課
題
を
洗
い

出
し
、
解
決
策
を
検
討
す
る
予
定

で
す
。「
復
興
公
営
住
宅
と
地
域

の
方
が
日
頃
か
ら
交
流
し
、
何
か

あ
っ
た
ら
お
互
い
に
助
け
合
え
る

よ
う
、
双
方
を
つ
な
ぎ
た
い
で
す

ね
。
私
た
ち
も
社
協
間
の
垣
根
を

超
え
て
、
み
ん
な
で
課
題
解
決
に

向
け
て
話
し
合
い
が
で
き
る
関
係

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

渡
邉
さ
ん
は
今
後
を
見
据
え
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
、
い
わ
き
市
内
の
復
興

公
営
住
宅
で
行
わ
れ
た
6
社
協
連

携
の
見
守
り
活
動
。
今
年
度
か
ら

は
、
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
加
わ
り
連
携
を
強
化

し
て
い
ま
す
。「
避
難
者
地
域
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

地
域
と
復
興
公
営
住
宅
を
つ
な
ぐ

た
め
に
い
ま
何
が
で
き
る
の
か
、

み
ん
な
で
考
え
る
時
間
が
増
え
ま

し
た
」。
そ
う
話
す
の
は
、
双
葉

町
社
協
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉
ゆ
か
り
さ

ん
で
す
。

　

現
在
、
渡
邉
さ
ん
が
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
「
復
興
公
営
住
宅
の

カ
ル
テ
」
作
成
で
す
。「
他
の
社

協
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
て
、
復

興
公
営
住
宅
の
情
報
や
課
題
、
周

辺
地
域
の
情
報
を
ま
と
め
て
い
ま

す
」。
今
後
は
地
域
の
社
会
資
源

事例①

◀
双
葉
町
、大
熊
町
、富
岡
町
、浪
江
町
、

い
わ
き
市
の
社
協
に
よ
る
復
興
公
営

住
宅
見
守
り
連
携
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
、
団
地
の
情
報
を
共
有
し
て

い
ま
す

◀
復
興
公
営
住
宅
の
全
戸
に
配
布
し
た

チ
ラ
シ
。
入
居
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

悩
み
や
要
望
で
課
題
を
把
握
し
、
解

決
に
向
け
た
企
画
立
案
に
役
立
て
て

い
ま
す

▶
双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
避
難

者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
渡
邉
ゆ
か
り
さ
ん

員
へ
の
挨
拶
時
も
チ
ラ
シ
を
持

参
し
、
入
居
者
の
見
守
り
や
地

域
住
民
と
の
交
流
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
入
居
者
の
要
望
に
応

え
、
社
協
の
福
祉
バ
ス
を
利
用

し
た
買
い
物
支
援
を
計
画
中
と

の
こ
と
。「
入
居
者
だ
け
で
は
な

く
近
隣
住
民
の
方
も
利
用
で
き

る
形
に
し
て
、
交
流
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
避
難
者
の
心
に
寄
り
添

い
、
そ
の
思
い
を
地
域
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
し

た
い
で
す
ね
」
と
、
菊
田
さ
ん

は
意
気
込
み
ま
す
。

　

郡
山
市
内
に
は
17
団
地
の
復

興
公
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。「
４

月
１
日
付
で
避
難
者
地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
命
さ

れ
た
後
、
避
難
者
向
け
と
地
域

関
係
者
向
け
の
２
種
類
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
ま
し
た
」
と
、
郡

山
市
社
協
避
難
者
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
菊
田
唄
子
さ

ん
。
復
興
公
営
住
宅
の
全
戸
を

訪
問
し
て
入
居
者
に
会
い
、
チ

ラ
シ
を
手
渡
し
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
説
明
し
た

そ
う
で
す
（
留
守
宅
に
は
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
）。
そ
の
後
、
入
居
者

か
ら
鳥
の
フ
ン
や
ゴ
ミ
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
関
係
機

関
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
自

治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委

事例②

▶
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
避
難

者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
菊
田
唄
子
さ
ん

き
く
た 

う
た 

こ

わ
た
な
べ

わ
た
な
べ

き
く  

た   

う
た  

こ

いわき市

避難者と地域関係者向けのチラシを作成
～コーディネーターの活動周知と協力要請に活用

郡山市
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社
会
福
祉
法
人
只
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
：
只
見
町
社
協
）

は
、
町
内
の
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
む
中
、
交
通
手
段
が
限
ら
れ

る
高
齢
者
の
買
い
物
を
支
援
し
よ

う
と
、
移
動
販
売
車
を
事
業
者
に

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
只
見
町
社
協
は
町
か
ら
『
生

活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
』
の
委

託
を
受
け
て
、
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
買
い

物
に
困
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ

と
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

必
要
も
あ
っ
た
た
め
、
密
を
避
け

ら
れ
る
移
動
販
売
車
を
、
町
の
補

助
金
で
2
台
導
入
し
ま
し
た
」と
、

事
務
局
次
長
の
栗
城
京
司
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

事
業
者
に
は
、
有
限
会
社
う
お

か
く
と
、ス
ー
パ
ー「
ブ
イ
チ
ェ
ー

ン
只
見
店
」
を
経
営
す
る
株
式
会

社
ブ
イ
ツ
ー
が
選
ば
れ
、

2
0
2
1
年
よ
り
移
動
販
売
車

「
ほ
ほ
え
み
便
」
の
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

移
動
販
売
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
・
安
否
確
認
の
役
割
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
訪
問
の
際
、
高
齢
者
に

支
援
を
必
要
と
す
る
様
子
が
あ
れ

ば
、
事
業
者
は
只
見
町
社
協
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

ま
す
。
2
0
2
2
年
１
月
に
は
、

2
事
業
者
と
町
と
只
見
町
社
協
の

四
者
に
よ
り
「
ほ
ほ
え
み
（
高
齢

者
等
見
守
り
）
協
定
」
が
結
ば
れ

ま
し
た
。

　

移
動
販
売
車
に
は
生
鮮
食
品
や

調
味
料
な
ど
の
食
料
品
を
積
ん
で

い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
5
〜
6
人

集
ま
る
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
主

に
個
人
宅
を
一
軒
一
軒
ま
わ
り
ま

す
。
販
売
車
を
待
っ
て
い
る
間
、

近
所
の
人
々
で
集
ま
り
、
お
茶
を

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

有
限
会
社
う
お
か
く
の
角
田
玲

さ
ん
は「
店
舗
は
や
め
ま
し
た
が
、

移
動
販
売
で
お
客
さ
ん
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
重
い
商

品
を
家
ま
で
運
ん
だ
り
、
時
間
の

あ
る
と
き
は
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
除
雪
の
手
伝
い
を
し
た
り
す
る

な
ど
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
ブ
イ
ツ
ー
の
渡
部

沙
織
さ
ん
は
「『
ま
た
来
て
ね
』

と
の
声
か
け
な
ど
、
お
客
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
り

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ

と
。
株
式
会
社
ブ
イ
ツ
ー
は
、
車

で
ブ
イ
チ
ェ
ー
ン
只
見
店
に
送
迎

す
る
「
た
す
か
あ
る
便
」
も
以
前

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
方
々
か
ら
は
「
車
の

運
転
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
す
。
雪
が
多
い
冬

の
時
期
も
来
て
も
ら
え
る
か
ら
安

心
で
す
」「
地
域
の
情
報
交
換
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移
動
販
売

が
来
な
い
と
生
活
で
き
な
い
人
も

い
て
、
地
域
全
体
が
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
」「
移
動
販
売
が
い
つ
も

楽
し
み
で
す
」
と
好
評
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
訪
問

介
護
を
利
用
す
る
高
齢
の
方
は

「
自
分
の
選
ん
だ
食
材
で
調
理
支

援
を
し
て
も
ら
え
る
」
と
喜
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

　

只
見
町
社
協
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
移
動
販
売
に

よ
る
買
い
物
支
援
事
業
を
続
け
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
組
み
が
、

人
々
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

社会福祉法人　只見町社会福祉協議会

地域の生活を支え、
つながりを生み出す移動販売
只見町社協の買い物支援事業

高
齢
者
の
見
守
り
も
兼
ね
た

移
動
ス
ー
パ
ー
・
ほ
ほ
え
み
便

お
店
が
車
で
や
っ
て
く
る

商
品
を
見
て
、
選
べ
る
楽
し
さ

く
り  

き 

き
ょ
う
じ  

▲「ほほえみ便」は冷蔵庫を搭載しており、肉・魚・牛乳・野菜・果物・
お菓子・パンなど様々な商品を取り揃えています。お客さんから
の商品注文も受け付けます

社会福祉法人
只見町社会福祉協議会
南会津郡只見町大字長浜字唱平 60 
TEL 0241-84-7006 
http://www.yamabikokatsudo.or.jp

取材協力

◀
事
務
局
次
長
の
栗
城
京
司
さ
ん
。「
地

域
を
め
ぐ
る
移
動
販
売
事
業
者
と
高

齢
者
と
が
お
互
い
に
『
ほ
ほ
え
み
あ

う
』
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」

く
り
き 

き
ょ
う
じ
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社
会
福
祉
法
人
只
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
：
只
見
町
社
協
）

は
、
町
内
の
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
む
中
、
交
通
手
段
が
限
ら
れ

る
高
齢
者
の
買
い
物
を
支
援
し
よ

う
と
、
移
動
販
売
車
を
事
業
者
に

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
只
見
町
社
協
は
町
か
ら
『
生

活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
』
の
委

託
を
受
け
て
、
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
買
い

物
に
困
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ

と
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

必
要
も
あ
っ
た
た
め
、
密
を
避
け

ら
れ
る
移
動
販
売
車
を
、
町
の
補

助
金
で
2
台
導
入
し
ま
し
た
」と
、

事
務
局
次
長
の
栗
城
京
司
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

事
業
者
に
は
、
有
限
会
社
う
お

か
く
と
、ス
ー
パ
ー「
ブ
イ
チ
ェ
ー

ン
只
見
店
」
を
経
営
す
る
株
式
会

社
ブ
イ
ツ
ー
が
選
ば
れ
、

2
0
2
1
年
よ
り
移
動
販
売
車

「
ほ
ほ
え
み
便
」
の
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

移
動
販
売
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
・
安
否
確
認
の
役
割
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
訪
問
の
際
、
高
齢
者
に

支
援
を
必
要
と
す
る
様
子
が
あ
れ

ば
、
事
業
者
は
只
見
町
社
協
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

ま
す
。
2
0
2
2
年
１
月
に
は
、

2
事
業
者
と
町
と
只
見
町
社
協
の

四
者
に
よ
り
「
ほ
ほ
え
み
（
高
齢

者
等
見
守
り
）
協
定
」
が
結
ば
れ

ま
し
た
。

　

移
動
販
売
車
に
は
生
鮮
食
品
や

調
味
料
な
ど
の
食
料
品
を
積
ん
で

い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
5
〜
6
人

集
ま
る
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
主

に
個
人
宅
を
一
軒
一
軒
ま
わ
り
ま

す
。
販
売
車
を
待
っ
て
い
る
間
、

近
所
の
人
々
で
集
ま
り
、
お
茶
を

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

有
限
会
社
う
お
か
く
の
角
田
玲

さ
ん
は「
店
舗
は
や
め
ま
し
た
が
、

移
動
販
売
で
お
客
さ
ん
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
重
い
商

品
を
家
ま
で
運
ん
だ
り
、
時
間
の

あ
る
と
き
は
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
除
雪
の
手
伝
い
を
し
た
り
す
る

な
ど
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
ブ
イ
ツ
ー
の
渡
部

沙
織
さ
ん
は
「『
ま
た
来
て
ね
』

と
の
声
か
け
な
ど
、
お
客
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
や
り

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ

と
。
株
式
会
社
ブ
イ
ツ
ー
は
、
車

で
ブ
イ
チ
ェ
ー
ン
只
見
店
に
送
迎

す
る
「
た
す
か
あ
る
便
」
も
以
前

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
方
々
か
ら
は
「
車
の

運
転
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
す
。
雪
が
多
い
冬

の
時
期
も
来
て
も
ら
え
る
か
ら
安

心
で
す
」「
地
域
の
情
報
交
換
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
移
動
販
売

が
来
な
い
と
生
活
で
き
な
い
人
も

い
て
、
地
域
全
体
が
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
」「
移
動
販
売
が
い
つ
も

楽
し
み
で
す
」
と
好
評
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
訪
問

介
護
を
利
用
す
る
高
齢
の
方
は

「
自
分
の
選
ん
だ
食
材
で
調
理
支

援
を
し
て
も
ら
え
る
」
と
喜
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

　

只
見
町
社
協
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
移
動
販
売
に

よ
る
買
い
物
支
援
事
業
を
続
け
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
組
み
が
、

人
々
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　「赤い羽根空の第一便」は、ＡＮＡグループの職員の
皆さんが、共同募金運動開始前に厚生労働省大臣室
において厚生労働大臣及び中央共同募金会会長の
メッセージと赤い羽根を託され（中央伝達式）、共同
募金運動が開始する10月1日に、東京からＡＮＡグルー
プが就航する全国各地の知事・市町村長・共同募金
会会長に伝達を行う行事です。この行事は、全国一
斉の共同募金運動の開始を彩るイベントとして半世紀
以上続いており、本県においては今年で30回目を迎
えます。
　今年は、３年ぶりに中央伝達式が開催され、福島
県においては、１０月１日（土）、全日本空輸株式会
社 仙台支店 杉尾俊一支店長、ＡＮＡエアサービス福島 
𠮷田美咲さんにお越しいただき、メッセージと赤い羽
根の伝達が行われました。

令和４年度「赤い羽根空の第一便」
メッセージ伝達式を実施しました！

今年度もみなさまのご協力、
よろしくお願いいたします

社会福祉法人 福島県共同募金会
〒960-8141福島市渡利字七社宮111(福島県総合社会福祉センター内)
TEL(024)522-0822 FAX(024)528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/

赤い羽根で
ささえあい

つ
の  

だ  

れ
い

わ
た
な
べ

さ   

お
り

只見町は積雪が3～4m
にもなります。

「ほほえみ便」は冬も変わ
らずに運行して

いるので、お客様から喜
ばれています。

町内全体（只見地区・朝
日地区・明和地

区）を、2台でカバーしてい
ます

▲「ほほえみ便1号車」で明和地区を運行する、有限会社うお
かくの角田玲さん（左）と「ほほえみ便２号車」で只見地区・
朝日地区を運行する、株式会社ブイツーの渡部沙織さん（右）

只見町社協
ホームページ

つの だ  れい

わたなべさ おり

▶
厚
生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式
（
福
島
県
庁
に
て
）

◀
中
央
共
同
募
金
会
会
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
（
福
島
県
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
）
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県社協からのお知らせ

➡ ヨコのカギ

⬇ タテのカギ

●
●
●
●
●
●
●
●

靴下や足袋などを履かないこと
トータス松本がボーカルのロックバンド
自分自身による伝記
蜃気楼
日本の通貨単位
物事の意味や内容などを正しく判断すること
ラブ
大○○夏の陣

1
2
3
4
5
9
10
11

●
●
●
●
●
●
●
●

数を表す文字
格好つけたくて○○を張る
NHK朝ドラ「カムカムエブリバディ」の主題歌
私事の怒り
⇔目頭
狩人のヒット曲「○○○２号」
⇔天井
パンをほったらかしていると生えてきます

1
4
6
7
8
10
12
13

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

地域生活サポートセンター
エル白河

（白河市・就労継続支援B型）

焼き菓子の詰め合わせ

今月のプレゼント

クロスワードにチャレンジ!

全部できたら二重ワクの6文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

6

2

12

8

3 13

4

5 9

7 10

F

1

C

11

B

A

D

E

ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。
令和4年12月14日（水）
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切
宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させていただく場合もございます。

A B C D E F

10月号の正解

コベツシエン（個別支援）
多数のご応募
ありがとう
ございました

正解者から抽選で3名にプレゼントが当たる

メールでの
ご応募は
こちら！

生活福祉資金貸付制度 ～教育支援資金のご案内～

https://w
w
w
.fukushim

akenshakyo.or.jp
E-m

ail 　

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載
・
複
製
を
禁
じ
ま
す
。

発
行
日
／
令
和
4
年
11
月
15
日　
　
　
　
　

制
作
・
印
刷
／（
株
）民
報
印
刷　

発
行・企
画
編
集　

社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
EL

（024

）523-1251 　

FA
X

（024

）523-4477

編集後記編集後記
　地域共生社会や地域生活課題
など、地域という言葉がこの先よ
り広く普及していく中で、私たちが

原発事故により避難されている方の課題に対して、相
談員含め社会資源をいかに活用・開発していくことが
未知の領域でもあり、求められていることであると感
じました。

（避難者生活相談・支援センター　佐藤 見地）

他の地域の方々の活躍
をみさせて頂き、私も
頑張らなくてはと励まさ
れております。ありがと
うございます。
(67歳　民生委員・児童委員)

必ず読んでいます。表紙の写真がいいと思います。
(62歳　民生委員・児童委員)

ポルタさんの細やかな社会貢献やそれを支える
ヨークベニマルさんをはじめとする企業の取組み、
この取組みを紹介された県社協の方々。全てが素
晴らしかったです。　　　　　　　　(59歳　教職員)

9
月
号
へ
の

読
者
の
お
た
よ
りさ とう けん じ

お問い合わせ先
県社協　地域福祉課　生活支援室
TEL024-523-1250

　「生活福祉資金貸付制度」は、所得の少ない世帯等に対して、資金の貸付けと必要な相談支援を行うことに
より、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的とするものです。
　「教育支援資金」は、生活福祉資金貸付制度の中の一つで、高等学校や大学等への進学や就学のために必
要な経費を貸付するものです。

低所得世帯：世帯収入が生活扶助基準額の1.7倍
以下（家族構成により基準額は異なります）

貸付対象世帯

学校教育法に規定する高等学校、高等専門学校、
大学、専修学校への就学に必要な入学金や制服等
の経費や、授業料・通学定期代等の就学経費を無
利子でお貸付けします。

教育支援資金貸付内容

【資金の種類】

ご相談・申込先
お住まいの市町村の
社会福祉協議会

資金種類 対象経費 貸付限度額 据置
期間

償還
期間

教育
支援費

就学に
必要な経費

入学に際し
必要な経費 500,000円

以内
就学
支度費

授業料、通学定期
代、賃貸アパート
家賃　等

入学金、制服代、
教科書購入費
等

①高等学校
月額35,000円以内

②高等専門学校
月額60,000円以内

③短期大学
月額60,000円以内

④大学
月額65,000円以内

卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

据
置
期
間
経
過
後
20
年
以
内

福島県社会福祉協議会
ホームページ
「生活福祉資金のご案内」


